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会長挨拶

司会：岡　良森君　指揮：山口辰哉君

内田君、遠藤君、加藤君、仲原君、服部君、矢岸君、山口（雅）君

前々回

今　回

出席総数 出  席  率 メークアップ 修正出席率

会員総数

あなたが見えなくて残念でした。欠 席 者

３０/３６　　 　　　８３．３３%　　　　３６/３６　　 　　１００%

２８/３５　　 　　　８０．００%　　　　　　　　  　　　　　３７名

委員会報告

委員長　山口雅弘君

先日お尋ねいたしました、スリウォンロータリークラブ田辺

さまのお父様、介護の件ですが、多くの情報をメールやお

電話でいただき感謝申し上げます。ご実家のある袋井ロ

ータリークラブ伊藤さまにも役所へ足を運んでいただき、

ロータリアンの素晴らしさを実感致しました。田辺さまのお

母さまからも、皆様へくれぐれもよろしくお伝えくださいと、

感謝のお言葉をいただきましたので、ご報告させていた

だきます。

ありがとうございました。

臨時理事役員会報告

国際奉仕委員会

今日の料理

　朋友ロータリアンの皆さん、私は若いころ、世

界中を旅したいと思っていました。しかし当時は、

旅を夢見ることしかできず、海外をはるか遠くの

世界のように感じていました。とはいえ、日本で

は誰もがそうするように、私も学校で英語を勉強

しました。最初の教科書の1ページ目に「This is 

a pen」と書かれていたことを今でも覚えていま

す。もう50年も前のことです。それから、世界は

大きく変わり、私はロータリーの会長として、か

つて夢見た以上に世界中を旅しています。 

　初めての場所を訪れると、初めての言葉、人々、

慣習に出合います。私は、行った先々でお目にか

かる方々から学ぼうと全力で努めています。お目

にかかる人から学べることがあるはずだと信じて

いるからです。このように考えると、ロータリー

の青少年交換プログラムの意味がより深く理解で

きると感じます。そして、青少年交換を通して、

ロータリーがいかに素晴らしい贈り物をしている

かがわかります。青少年交換は、数々の心を開か

せ、信頼や心の交流を築きます。また、国や背景

が異なる人々を一つにすることができます。 

　ロータリーの青少年交換プログラムは、40年以

上にわたって充実した活動を継続し、今日、第五

奉仕部門である「新世代奉仕」の一部となってい

ます。若者に力を注ぐことで、ロータリーの未来

と、より平和な世界を築くことができます。青少

年を支援することで、新たな世代にロータリーを

引き継ぐことができます。また、国境や文化の壁

を超えた理解の輪が広がります。私たちは支援の

手を差し伸べることの大切さを教え、ロータリー

の中核となる価値観を伝承することができるでし

ょう。このようにして、私たちは平和の構築を支

援しています。 

　青少年交換は、一つひとつの交換を通して国と

国との間の関係を育み、平和な世界を築くという

ロータリーの世界的使命の本質的な要素を担って

います。

ＲＩ会長のメッセージ

第３回理事役員会報告

平成２７年９月１０日金曜日　　　　ブケ東海三島    

出席義務者　

鈴木政則・石井邦夫・矢岸貞夫・中山和雄・岡良森

加藤正幸・服部光弥・兵藤弘昭・内田憲一・石井和郎

杉山順一・米山晴敏

司会者　　石井邦夫

１・プログラム9月第3週～10月第1週目までの変更。（石井委

員長）

9月第4週篠木さんを岡さんに。第5週片野さんを山本さんに。

10月内田さんを篠木さんに卓話変更。

２・ハッピのデザインと予算について。（鈴木会長）

デザインは原案通り、５０枚発注1枚５８００円、特別予算で支出。

３・10月9日富士宮西RC25名例会出席について。（鈴木会長・

岡委員長）

通常通りの例会だが食事中は２５周年DVDを流す。機器担

当兵藤さん。４・米山記念・奨学金について。（鈴木会長）

ガバナーより指摘の米山奨学金寄付は近隣RCと同等とする。

但し来年度から。

５・ポリオ撲滅の寄付について。（鈴木会長・岡委員長）

岡さんにポリオ撲滅について特別卓話をお願いする、同時に

兵藤さんからポリオ撲滅に間接的に寄付することになるロー

タリーカード加入のお願いをする。1人３０ドル目標。

６・10月17日伊勢神宮参拝について。（鈴木会長）

15名以上の参加者がいれば伊勢神宮内宮に参拝募集をす

る、親睦委員会が主催ではなく会長、幹事が段取りをする。

家族参加OK1人１４０００円、15名以下の場合は中止。

７・みしまびとプロジェクト後援について。（石井幹事）

名義を貸すだけで負担なし。OK

８・11月タイ自転車贈呈について。（兵藤委員長）

タイ自転車贈呈式に自転車以外の贈呈物を相手からの希

望通り図書とする、予算は計上してある。　　　

せせらぎ三島ロータリークラブ 検 索

　　９/６は夏の家族会に参加して頂きましてありがとうござ

いました。

 さて今日は、まわりの方々に助けて頂いて、何とかこの場

に立っている私が、皆様方にありがとうという気持ちで「感

謝の念」についてお話ししようと思います。まだ１０代・２０代

の若いスポーツ選手がまわりへの感謝の念をよく口にして

います。若いのに本当にりっぱだとつくづく感じます。私など

は若い時はひとりで意気がり、ひとりで大きくなった様に思

っていたものです。当然感謝の念も言葉も出るよしもありま

せんでした。しかし長い人生の中には山あり谷あり、私も人

並みにたくさんの困難に合い何とか乗り越えてきました。そ

れも皆自分一人の力ではどうしようもない困難ばかり・・・そ

んな時いつもまわりの方々に助けられ乗り越えてきた様に

思います。そして遅ればせながら、私にも自然に感謝の念

が沸いてくる様になりました。感謝の気持ちが芽生えてくる

と、自然と力が漲り、感謝をしていると精神的に満たされ心

豊かになっていきます。スポーツ選手などは若い時から苦

難にぶつかり乗り越えているからこそ感謝の言葉が素直に

出てくるのでしょうね。「感謝します」「ありがとう」といつもお

だやかに全ての事に感謝できる様になりたいものです。

ようこそせせらぎ三島
ロータリークラブへ

幹事報告

ゴルフ同好会

景山恒義君（沼津北ＲＣ）

会員誕生日

入会記念日

幹事　石井邦夫君

山本良一君：新年度スタートです。新米の山本と加藤幹

事ですので間違いが多々あると思います。よろしくお願い

いたします。

米山晴敏君：山本会長、加藤幹事、一年間よろしくお願

いします。頑張って下さい。

兼子悦三君：今日から山本年度、また、今年は創立25周

年の年でもあり、忙しいと思いますが、頑張って下さい。

片野誠一君：新年度も宜しくお願いいたします。

中村　徹君：山本、加藤年度が始まりました。創立25周年

記念式典に向け、1年間よろしくお願いします。頑張って

下さい。

太田政人君：山本新会長、いよいよスタートしましたね。1

年もたてば今の私の心境になれます。ガンバッテ下さい。

矢岸貞夫君：いよいよ今日から新年度が始まります。山本

会長、加藤幹事、頑張って下さい。会員全員で応援します。

宮澤正昭君：山本会長、加藤幹事、一年間よろしくお願

いします。

石井邦夫君：山本会長、加藤幹事、本日より一年間頑張

って下さい。期待しております。

杉山　隆君：新年度スタートです。1年間よろしくお願いい

たします。

石井和郎君：山本会長、加藤幹事、一年間よろしくお願

い致します。

久保栄子君：山本会長、加藤幹事、皆様、本年度もよろ

しくお願い致します。

服部光弥君：新年度、初心にもどり気持ちを改めがんばり

ます。山本年度こそは赤タスキと念じていましたが・・。や

っぱり青タスキでした。岡さん、小島君、赤がとってもおに

スマイルボックス

１．6日の家族会ご苦労様でした。ご都合が悪く欠席され

た方は、是非メークアップをよろしくお願いいたします。

２．12日の米山記念館秋季例祭に多くの登録ありがとうご

ざいました。

９月５日　　篠木喜世君会員誕生日

仲原実圭君：先日のゴルフコンペお疲れ様でした。優勝

の服部君おめでとうございます。次回は10月の日曜日（未

定）を予定しています。ご参加お待ちしています。

米山晴敏君：同好会のゴルフコンペ2位になりましたでス

マイルします。

スマイルボックス



ロータリー世界各地から

ＲＯＴＡＲＹ　ＷＯＲＬＤ

委員会報告

親睦委員会

卓話

遠藤修弘君

ビジター 窪田　明君（三島西ＲＣ）

ようこそせせらぎ三島
ロータリークラブへ

平成２７年�８月７日�金曜日�  ブケ東海三島     

出席義務者　鈴木政則・石井邦夫・矢岸貞夫・中山和雄・

　　　　　　　　岡良森・加藤正幸・服部光弥・兵藤弘昭・

　　　　　　　　内田憲一・石井和郎・杉山順一・米山晴敏

オブザーバー　山口ＳＡ副委員長

司会者　　石井邦夫

１・プログラム変更について

石井幹事・・８月２８日卓話は兵藤さんに変更（９月１日から

変更）について説明。

２・ガバナー訪問について

鈴木会長・・受付は１Ｆ、例会場は４Ｆ、出迎えは例会場に

て拍手で迎える（ＳＡ指示）。

入場同行は山本補佐、鈴木会長他４名。

式次第は岡ＳＡ委員長作成のアジェンダで進行する。

ガバナー公式訪問例会は山本補佐の一代仕事ですので

クラブ全体で頑張りましょう。と説明。

３・9月６日夏の家族について

杉山親睦委員長・源兵衛川清掃＆家族会の説明

９：３０例会・・９：４５源兵衛清掃・・１２：００・・バス移動・・駿

河の湯・・飲み放題・食事付き・・子供アトラクション付き

会費は例会免除会員を含め全員参加（会費徴収）１５：００

解散　　

４・ハッピについて

鈴木会長・Ａ案、Ｂ案で検討の結果Ｂ案で決定・１枚４７１５

円・５０枚制作・今年度クラブ予算で支払うことを決定した。

５・その他

鈴木会長・兼子悦三パスト会長より例会出席免除の申請

ありました。　兼子さんの出席免除は承認されました。　　

　

第２回理事役員会報告

 鈴木真知子君

出席委員会

　8月30日（日）に函南スポーツ公園で行われた防災訓練の

内容について少しお話します。『震度６強の地震発生した場

合を想定』役所職員・住民向けに過去の経験（阪神淡路大

震災・東日本大震災）を踏まえ、医療救護活動として災害時

に知っておいてほしいことや、日頃から準備しておくと良いこ

となどについて医師会、歯科医師会、薬剤師会の講話・訓

練コーナーをローテーションしながら体験・見学しました。

　医師会からは、災害時における医療体制について、トリア

ージの順位、分類、識別、状態事例を資料でご覧ください。

赤は最優先治療群のことで直ちに処置を行えば救命可能、

2時間以上挟まれていたとか意識がない方です。自分で歩

ける方は緑、ひどい出血、骨折、血圧少し高め、脈拍高めは

黄です。

　歯科医師会からは災害時に役立つアドバイスです。水と電

気がないと治療はできないため、医院は診療を中止して保

健センターに集合し、各避難所へ交代制で派遣され、トリア

ージを医師と一緒にすることになるそうです。ライフラインの

状況により順次診療できる歯科医院で処置するそうです。入

れ歯が壊れた、かぶせものが取れた、歯が折れたなどがあ

ったら、無くさないように持参下さいとのことです。口腔清掃が

大切で、歯ブラシ、液体歯磨きなども効果的で、肺炎やイン

フルエンザなどの呼吸器感染症の発生を少なくできるとのこ

とです。

　薬剤師会から、災害に備えたお薬の管理についてです。地

震や津波の災害を受けたとき、『お薬手帳』が大変役立った

と聞きました。『お薬手帳』は患者さんご自身で持っていただ

く手帳タイプの薬の記録です。病院や医院を受診して自宅

で薬を使って治療する時に、使う薬を日付順に記録していき

ます。病院や医院にはカルテが、薬局にも薬のカルテに当た

るものがありますが、『本人が持ち歩くことが出来る』ということ

が大切です。薬局・ドラッグストアなどで買って使った薬があ

れば、合わせて記録してください。いつも服用している風邪

薬や胃腸薬など、又アレルギーや副作用などを記録する欄

もあります。地震津波などの災害で、使用中の薬を失ったり、

医療機関が被害を受けて診察ができなくなったりした場合、

いつもと異なる病院や避難所の診療所で薬を処方してもらう

必要ができるかもしれません。また、かかりつけの病院・診療

所の先生の紹介状を受け取ることができないうちに、遠くの

親戚などのもとに避難することになるかもしれません。そのよう

な時、『お薬手帳』など、薬の内容が分る記録があると大変

役に立ちます。

　避難所などではちょっとした体調不良の場合、風邪薬や頭

痛薬、胃薬など一般医薬品（ＯＴＣ医薬品）での対応がすす

められることがあります。そのような時、使用中の医薬品との

飲み合わせ、持病、アレルギー体質のチェックが必要です。

薬の手帳はそのための大切な道具となります。避難所で薬

剤師など医療関係者に『お薬手帳』を見せて相談してください。

病院ごと、薬局ごとに分けず、一人一冊にまとめて記録しても

らってください。薬の名前は思っているよりややこしく、たった

一文字の違いで全く別の効果の薬になってしまうこともあります。

血圧の薬、糖尿の薬、喘息の薬というだけではそれぞれ様々

なタイプの薬があるので、現在受けている治療の様子がきち

んと伝わらない心配があります。震災直後は、薬の流通など

が滞り、今までの薬と同じものが入手できず不安の思いをす

ることもあるかもしれません。しかし、正しい記録があると、

幹事　石井司人君幹事挨拶

　社会奉仕団体に加入して32年が経ちます。今年度、幹

事の大役を務めさせていただきます。

　なにせ、事業系の仕事が多く、総務系の仕事の経験が

なく、太田会長にはご迷惑をかけることもあろうかと思いま

すが、一年間無事に走り抜けられれば良いかなと考えてお

ります。

　「ロータリーの楽しさは例会の楽しさ」と、ガバナーが力強

く申されておりました。私としても楽しい例会になるように「

会長」とともに演出させていただきたいと、メンバー皆様の

協力のもと、よろしくお願い申し上げます。

委員長　山本良一君クラブ奉仕委員会

　ＳＡＡはじめ７つの委員会の優秀な委員長、委員が今年

度の当クラブ運営に活躍していただき、太田会長の目標

であります「青少年育成事業」をさらに追求し、充実した活

動のい年になるよう、また、ＲＩ会長テーマ「奉仕を通じて

平和を」、地区方針「クラブは自ら活性し、お互いのつなが

りを実感しながらロータリーを進展させよう」をよく理解し、

委員会活動を進めて行きます。

委員長　久保栄子君ＳＡＡ委員会

　例会が円滑に進行できますよう緊張感をもって役目を果

たしていきたいと思います。皆様のご協力をよろしくお願い

いたします。

委員長　片野誠一君出席委員会

１，出席はロータリーの基本であります。会員の皆様がロー

タリー活動に参加し楽しいロータリーを過ごして頂くために

出席委員会として支援していきたいと思います。　　

２，本年度の会長事業方針に沿った、会員のロータリー活

動の参加状況を把握し、例会において報告する。　　　　　

３，特に新会員の皆様に活動に参加しロータリーを理解し

ていただくために支援していきたいと思います。

　広報委員会の役割は、クラブの活動や奉仕活動を一

般の方々に知っていただくことです。その手段として、新

聞やテレビといったマス媒体を利用したいと思います。結

果として会員増強につながればよいと思います。

　週報、ＨＰについては予算内で充実を図っていきたいと

思います。

委員長　米山晴敏君広報委員会

委員長　岡　良森君会場監督委員会

〇9月12日（土）秋季例祭出席のお願い

　出席の方の報告をお願いします。

委員長　石井和郎君プログラム委員会

　今年度はIM開催にあたり、プログラム変更の可能性が

生じて来ます。各種報告、卓話等、日時の変更がありま

したら早めにご連絡ください。

　皆様方のご協力をお願いいたします。

矢岸貞夫君：本日、栃木方面に仕事に行きますので例会

を欠席させて頂きます。明日米山記念館にて秋季例祭が

ありますので、ご参加の程よろしくお願いします。

Ｄテーブル：8月28日、Ｄテーブル会を実施いたしました。

三島市の永塚、たいへん良いお店でした。テーマは「ロー

タリーを楽しむには？」で行い色々な意見が出ました。皆

さん、ロータリーを楽しみましょう。

篠木喜世君：息子がやっとこさ司法試験に受かり、30歳近

くにようやくひとり立ちとなりそうです。親として肩の荷がひと

つ降りました。感謝です。

杉山順一君：9月6日家族会お疲れ様でした。食事後、会

長を中心とした座談会、兵藤さん、ナイス雰囲気ありがとう

ございました。その後岩盤浴で見知らぬ夫人と例会をされ

たようでしたが、またスマイルにて報告してください。

勝又佳員君：8月22日、無事結婚25周年でした。奥様は

友人とカラオケに出掛け、ひとりしみじみとお祝いをしました。

杉山　隆君：Ａテーブル、テーブル会です。参加よろしくお

願いいたします。三島駅前”ゆうが”です。６：３０～飛び入り

参加ＯＫです。

米山晴敏君：先日の家族会に出席できず親睦委員の皆様、

申し訳ありませんでした。スマイルします。

久保栄子君：家族会参加できず申し訳ありませんでした。

本日、途中退席します。重ねて申し訳ございません。

小林　勝君：最近休みが続きましてすいません。スマイル

させていただきます。

石井邦夫君：先日夏期家族会がありました。親睦委員の

皆様ご苦労様でした。源兵川で川エビを3匹つかまえる事

が出来ました。楽しかったです。

スマイルボックス

函南町総合防災訓練の報告と備えについて

米山梅吉記念館運営委員会

職業奉仕委員会

〇各自職業紹介と趣味についてのアンケ－ト、未提出

の方は急ぎ提出お願いします。

加藤正幸君

薬剤師が医師に協力して、会社は違うが同じ成分の薬を選

ぶことができます。ご家庭の状況にあった保管と非常時に持

ち出しの方法をあらかじめ考えておくことをおすすめします。

地震などの災害が起こった場合、先ず身の安全確保が第一

です。『お薬手帳』を探したり、取りに戻ったりする余裕がない

場合も考えられます。そのような時のためにできるだけお薬の

名前を正確に覚える努力をしましょう。毎日、薬を使うときに「薬

の名前」「一粒の含有量」「いつ何個飲むか」などを頭の体操

として確認してみるのも良いかもしれません。ご家族や親戚の

方に薬の名前や飲み方、薬局の連絡先が書いてある紙を預

かっていただいたりするのも良いでしょう。薬局はこれまでにお

渡しした薬の記録があるので、薬の袋に書いてある薬局名も

ぜひ記憶してください。災害は突然やってきます。日頃から、

特に水と非常食品は備えておきましょう。月1回、非常食の日

を決めて、家族で食べてみる事も良いと思います。


